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た，実生ݕ定法からೳ代市，大ઋ市，
౬୔市の 3 ౷がܥ 1ro197 ஔܥ׵౷で
あることがਪ定͞れ，実ࡍに ALS Ҩ
఻子を解ੳしたとこΖ，3 ౷ともにܥ
1ro197Ser ஔܥ׵౷であったことから，
実生ݕ定法のਪ定とҰகした。これら
の݁果から，実生ݕ定法は ALS ્害剤
抵抗性のݕ定ํ法として有効であり，
また，ަࠩ抵抗性のࠩҟをར用してア
ミノࢎஔ׵部Ґのਪ定もՄೳであった。

本ݧࢼでࢼڙしたळ田県内のܥ౷
およびط報（6chino et al. 2007）に
おけるळ田県内のܥ౷の࠾取地点を
ਤ -4 にࣔした。これまでळ田県にお
ける S6 抵抗性雑草の発生状況は，県
ԝ部と県ೆ部で多く，県๺部ではൺֱ
తগないと͞れていた。これは県๺部
では県内でもಛにؾԹや水Թが௿く，
雑草が௕期にわたって発生すること
から，S6 剤のΈにཔらͣ，ॳ期剤と
中期剤によるମܥॲ理がै来からߦわ
れてきたたΊと͑ߟられていた（田口 
2003）。しかし，本ݧࢼの݁果，県๺
部においても抵抗性ΠψホタルΠがଘ
することが明らかとなった。ळ田県ࡏ
の S6 抵抗性雑草の対策としてはϐラ
クϩニルやϒϩモϒチυ，ϕンκϏ

シクϩン等の抵抗性対策成分のೖった
除草剤の使用や適期ࢄ布がࢦಋ͞れて
いる。実ࡍの除草剤ࢄ布においても抵
抗性対策成分のೖった除草剤が使用͞
れてきたが，本ݧࢼの݁果からは，県
内での抵抗性バΠオタΠϓの発生がશ
県తに拡大しているՄೳ性が͑ߟられ
る。本ݧࢼで明らかとなった抵抗性バ
ΠオタΠϓはいͣれも 1ro197Ser ஔ׵
ن౷であり，৽ܥ ALS ્害剤が有効
であったが，ALS ્害剤抵抗性雑草
の発生状況については，防除にӨڹす
るアミノࢎஔ׵部Ґのਪ定もؚΊて今
後もܧଓతにモニタリングを͏ߦこと
が重要と͑ߟられる。

͓ΘΓʹ

実生ݕ定法は，除草剤൓応によるަ
ࠩ抵抗性のࠩҟをར用して，ߴ౓な実
ઃඋを必要とͤͣに，あるఔ౓のアݧ
ミノࢎஔ׵のਪ定がՄೳであり，本ࢼ
果のよ͏に݁ݧ ALS ્害剤抵抗性バ
ΠオタΠϓの実態೺ѲにҰ定の有効性
があると͑ߟられる。また簡ศな実生
ઃඋݧ౓な実ߴ，用により׆定法のݕ
とख法を必要とする ALS Ҩ఻子の解
ੳの効率Խにつながることが期଴͞れ
る。͞らに，農ߞ地の雑草管理ख法と
しても有効成分の有用な情報が得ら
れ，適切な除草剤のબ୒のҰॿとなる。
今後は，多༷なมҟܥ౷について実生
，定法の適用性を֬ೝするとともにݕ
他草種΁の適用もݕ౼し，ݕ定Մೳな
アミノࢎஔ׵部Ґの֬ೝやஔ׵アミノ
雑草種の適用ൣ，౼ݕのਪ定ํ法のࢎ

ғの拡大を௨͡て実生ݕ定法をߋにվ
ળしていく必要がある。
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Pro197変異 Trp574変異

図-4 秋田県内のALS阻害剤抵抗性イヌホタルイの発生実態
1)図中のTrp574変異は既報（Uchino et al. 2007)より引用。
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1)  図中の TrQ5�� 変ҟはطใ（6chiOP et al . 
200�) より引用。
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統計データから  水田作経営における作付面積規模別の経営費 

2019 年 12 月 6 日，農業経営統計調査による平成 30 年の個別経営の経営収支が公表さ
れた。そのなかから，水田作経営における延べ作付面積規模別の経営費を抜き出して，表に

示した。

経営費のなかで各費目の占める割合を見てみると，どの規模においても，「農機具」の比

率が最も高く，約 25％を占めている。「肥料」の占めるは 8～13％であるが，2～3ha 以上
規模では 10％を超え，15～20ha規模で最も高く 13％となっている。「農業薬剤」は 6～9％
で「肥料」を下回り，0.5未満～1haの小規模では 6％であるが，それ以上の作付面積では
8％とほぼ一定の割合となっている。 

0.5ha 未満～1ha 規模では，「農機具」に次いで「農用自動車」，「作業委託料」の占める
割合が高い。

一方，7ha以上の規模になると，「支払地代」の占める割合が 8％になり，30ha以上では
12％と大きな比重占めている。また，「農業雇用労賃」も 20ha規模で 6％，30ha以上の大
規模では 11％を占めるようになる。 
なお，表では省いたが，「その他」の費目（動物，飼料，諸材料，包装荷造・運搬料金等）

があり，各規模とも 15％の割合となっている。 （K.O） 

0.5ha未満 計 農 機 具 農用自動車 作業委託料 農用建物 肥料 種苗・苗木 光熱動力 農業薬剤

（147経営体※） 679 170 (25) 78 (11) 56 (8) 53 (8) 51(8) 45 (7) 42 (6) 38(6)

0.5～1.0ha 計 農 機 具 作業委託料 肥料 農用建物 農用自動車 農業薬剤 光熱動力 賃借料

（184経営体※） 1,052 281 (27) 96 (9) 86 (8) 85 (8) 72(7) 67 (6) 62 (6) 61 (6)

1.0～2.0ha 計 農 機 具 肥料 農業薬剤 光熱動力 賃借料 農用自動車 作業委託料 農用建物

(219経営体※） 1,716 471 (27) 160 (9) 129 (8) 118 (7) 116 (7) 100 (6) 99 (6) 98 (6)

2.0～3.0ha 計 農 機 具 肥料 農業薬剤 光熱動力 賃借料 農用建物 種苗・苗木 農用自動車

（116経営体※） 2,551 665 (26) 254 (11) 213 (8) 201 (8) 166 (7) 146 (6) 123 (5) 117 (5)

3.0～5.0ha 計 農 機 具 肥料 農業薬剤 賃借料 光熱動力 支払地代 種苗・苗木 農用建物

（117経営体※） 4,138 1,126 (27) 448 (11) 347 (8) 309 (7) 280 (7) 254 (6) 189 (5) 179(4)

5.0～7.0ha 計 農 機 具 作業委託料 肥料 農業薬剤 賃借料 光熱動力 種苗・苗木 農用建物

（72経営体※） 6,223 1,455 (23) 654 (11) 516 (8) 494 (8) 453 (7) 400 (6) 229 (4) 212 (3)

7.0～10.0ha 計 農 機 具 肥料 支払地代 農業薬剤 光熱動力 賃借料 種苗・苗木 農用建物

（103経営体※） 9,691 2,608 (27) 1,019 (11) 797 (8) 784 (8) 607 (6) 517 (5) 486 (5) 414 (4)

10.0～15.0ha 計 農 機 具 肥料 支払地代 農業薬剤 賃借料 光熱動力 農用建物 種苗・苗木

（98経営体※） 12,236 3,236 (26) 1,274 (10) 1,032 (8) 985 (8) 894 (7) 739 (6) 555 (5) 525 (4)

15.0～20.0ha 計 農 機 具 肥料 賃借料 農業薬剤 支払地代 光熱動力 農用建物 種苗・苗木

（61経営体※） 13,937 2,727 (20) 1,745 (13) 1,493 (11) 1,233 (9) 1,176 (8) 822 (6) 591 (4) 533 (4)

20.0～30.0ha 計 農 機 具 肥料 支払地代 農業薬剤 賃借料 農業雇用労賃 光熱動力 農用建物

（86経営体※） 22,232 5,046 (23) 2,356 (11) 1,992 (9) 1,776 (8) 1,585 (7) 1,367 (6) 1,310 (6) 915 (4)

30.0ha以上 計 農 機 具 支払地代 農業雇用労賃 肥料 農業薬剤 賃借料 種苗・苗木 農用建物

（93経営体※） 40,095 8,329 (21) 4,759 (12) 4,246 (11) 4,018 (10) 3,245 (8) 2,738 (7) 1,951 (5) 1,499 (4)

※は調査対象経営体数

平成30年　水田作経営における延べ作付面積規模別の経営費（単位：千円、(　)内は計に対する％）

2019 ೥ 12 ݄ 6 日，農業ܦӦ౷ܭௐ査によるฏ成 30 ೥のݸผ
Ӧにおけܦがެද͞れた。そのなかから，水田作ࢧӦ収ܦӦのܦ
るԆ΂作෇໘ੵن໛ผのܦӦඅをൈきग़して，දにࣔした。

໛にنてΈると，ͲのݟӦඅのなかで֤අ໨の઎Ίるׂ߹をܦ
おいても，ʮ農ػ۩ʯのൺ率が࠷もߴく，໿ 25ˋを઎Ίている。ʮං
ྉʯの઎Ίるは 8 ʙ 13ˋであるが，2 ʙ 3ha Ҏ্ن໛では 10ˋ
を௒͑，15ʙ20haن໛で࠷もߴく13ˋとなっている。ʮ農業薬剤ʯ
は 6 ʙ 9ˋでʮංྉʯをԼճり，0.5 ະຬʙ 1ha のখن໛では 6ˋ
であるが，それҎ্の作෇໘ੵでは 8ˋと΄΅Ұ定のׂ߹となっ
ている。

0.5ha ະຬʙ 1ha ，いでʮ農用ࣗ動ंʯ࣍ʯに۩ػ໛では，ʮ農ن
ʮ作業ҕୗྉʯの઎Ίるׂ߹がߴい。

Ұํ，7ha Ҏ্のن໛になると，ʮࢧ෷地代ʯの઎Ίるׂ߹が 8ˋ
になり，30ha Ҏ্では 12ˋと大きなൺ重઎Ίている。また，ʮ農
業ޏ用࿑௞ʯも 20ha ໛でن 6ˋ，30ha Ҏ্の大ن໛では 11ˋ
を઎Ίるよ͏になる。

なお，දではলいたが，ʮその他ʯのඅ໨（動物，ࣂྉ，ॾࡐྉ，
แ૷ՙ଄・ӡൖྉۚ等）があり，֤ن໛とも 15ˋのׂ߹となって
いる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（K.0）

ฏ੒ 30 ೥　水ాܦ࡞ӦにおけるԆ΂࡞෇໘ੵن໛ผのܦӦඅ（୯Ґɿઍԁɺ(　) ಺はܭにରする％）


